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 の概要

接続例

 ■ ポッドキャスティング

卓上スタンド
付きマイク 

ヘッドフォン

パソコン

スマートフォン

底面

 ■ ライブPAシステム

底面

ボーカル用
マイク ドラム用マイク

エレキベース

エレキギター

キーボード

AC アダプター

パワードスピーカー ヘッドフォン

チャンネル 1 または 2 に
パッシブタイプのエレキギ
ターやエレキベースを接続
したときは、 を押します。
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モードキーは、 、 、 、
 から操作するモードを選択します。

ファンクションキーは、選択したモードに合わ
せて役割が変わり、文字や記号が点灯して役割
を示します。

：	ミキサーの設定や、SOUND	PADの設定
をします。

：	エフェクトを選択して効果を調節します。

：	ミキサー設定の保存／呼び出しをします。

：	SDカードへの録音／再生の実行や	 	
の設定の変更などをします。

 は、8チャンネルの入力を持ったデジタルミキサーです。音声は以下の矢印に
沿って入力、処理、出力されます。

1. マイクや楽器を接続して音を
入力します。

2. 各チャンネルの音質、音量を
調節します。

3. 全体の音量を調節します。

4. スピーカーやヘッドフォンを
接続して、音を出力します。

信号の流れ

モードキーとファンクションキーについて

モードキー

ファンクション
キー

 の概要
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電源の ON/OFF

4

3
5

2, 6

底面

1.  に接続する出力機器の電源が OFF になっていることを確認する

2.  が OFF になっていることを確認する

3. 専用 AC アダプター（AD-17）を使用してコンセントに接続する

	は単三乾電池を使用して動作させることもできます。

HINT

4. すべての  とフェーダーを最小の位置に合わせる

5. 楽器、マイク、スピーカーなどを接続する

6.  を ON にする

7.  に接続している出力機器の電源を ON にする

電源を入れる
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電源のON/OFF

NOTE
・	 コンデンサーマイクを使用する場合は、 	をONにしてください。ファンタム電源非対応の機器を接続す

る場合は、 	をOFFにしてください。

・	 	は操作をしない状態で10	時間が経過すると、自動的に電源が切れます。常に電源をON	にしたい場
合は、電源の自動OFF	機能の設定を無効にする必要があります。設定方法はオペレーションマニュアルを
参照してください。

電源を切る 

1.  に接続している出力機器の音量を最小にする

2.  に接続している出力機器の電源を OFF にする

3.  を OFF にする

以下の画面が表示され、電源がOFFになります。

NOTE
電源OFF時に、現在のミキサーの設定はSDカード内のプロジェクトに保存されます。SDカードに保存でき
ない場合は、 	に保存されます。
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日付／時刻を設定する

ご購入後、初めて電源をON にした場合は、日付／時刻の設定を行う必要があり
ます。

2, 3, 4, 5

2
3, 4, 5

1

1.  を押して点灯させる

2.  を押して点灯させる

ディスプレイにSETTING画面が表示されます。

3. SYSTEM ＞ DATE/TIME を選択する

カーソル移動： 	を回す

確定：
	
を押す

4. 日付／時刻を設定する

カーソル移動／数値変更： 	を回す

項目選択／変更内容の確定：
	
を押す

5.  で OK を選択し、  を押す

一つ前の画面に戻るには	 	を押します。

HINT
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入力した音を出力機器から出す

3, 5

1

2

4

6

1. 楽器やマイクで音を出しながら、入力信号を  で調節する

チャンネル7または8に接続した機器については、機器側で音量を調節してください。
NOTE

	が赤色に点灯しないように調節してください。

2. 音を出力したいチャンネルと MASTER の  を OFF（消灯）にする

3. マスターフェーダーを「0」の位置に合わせる

4. 各チャンネルフェーダーで音量を調節する

5. マスターフェーダーで全体の音量を調節する

6.  でヘッドフォンの音量を調節する
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チャンネル7、8の入力を切り替える
チャンネル7、8は以下の入力に対応しています。

LINE入力
ラインレベル機器を接続する入力端子です。キーボードやオー
ディオ機器などを接続します。

スマートフォン入力(チャンネル８のみ)
スマートフォン入力はチャンネル8にステレオで入力されま
す。ポッドキャスティングにおいて、スマートフォンを接続して
電話参加のゲストの音声を入力することもできます。4極ミニ
プラグのケーブルを使うことで、スマートフォンからの入力と
同時に	 	でミックスした信号をスマートフォンに返します。
この出力信号にはチャンネル8の音声は含まれないため、電話
参加のゲストにエコーが発生することはありません。

USBオーディオリターン
USB1-2、USB3-4は、	 	をオーディオインターフェースと
して接続したパソコンからの出力です。ポッドキャスティングや
ストリーミング中にパソコンからBGMを流すことができます。

SOUND PAD
SOUND	PADはオーディオファイル（WAVフォーマット）を割
り当て、押されるとそのファイルを再生するパッドです。各パッ
ドは、レベル、再生方法を設定することができます。工場出荷時
には13個のサウンドが内蔵されています。

 ■ 入力を切り替える

1. チャンネル 7 または 8 の  を押して入力を選択する

選択されている入力に対応したLEDが点灯します。
• チャンネル7

LINE入力 → USB1-2 → SOUND PAD 1-3 

• チャンネル8

LINE入力 → スマートフォン入力 → USB3-4 → SOUND PAD 4-6 

NOTE
チャンネル８のスマートフォン入力とチャンネル７のLINE入力を同時に選択することはできません。	
その場合はチャンネル７のLINEのインジケーターが点滅します。

入力した音を出力機器から出す
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音質や定位を調節する

1
2

1. 音質や定位を調節したいチャンネルの  を押して、点灯させる

2. チャンネルストリップの各ノブ／キーを操作して音質、定位を調節する

 ■ 音質を調節する：
帯域別のイコライザー（HIGH、MID、LOW）で音質を調整します。

強調するカットする

 ■ 定位を調節する：
ステレオ再生における位置(左右）を調節します。

右左

ノブ／キーについての詳細はオペレーションマニュアルを参照してください。

HINT
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内蔵エフェクトを使う

 には1系統、8タイプのセンドリターンエフェクトが搭載されています。

5

6

2

4, 7

1, 8

1

3

1.  を押して点灯させる
ディスプレイに現在選択されているエフェクトタイプが表示されます。

2. を押してエフェクトを選択する

選択されたエフェクトタイプ

のキーが点灯します。

3. EFX RTN の  を OFF（消灯）にする

4. EFX RTN のフェーダーを「0」の位置に合わせる

5. エフェクトをかけたいチャンネルの  を押して、点灯させる

6.  でチャンネルごとのかかり具合を調節する

7. EFX RTN のフェーダーで全体のかかり具合を調節する

8.  で、エフェクトのパラメーターを調節する

パラメーター調節： 	を回す

パラメーター選択：
	
を押す

各エフェクトタイプ、
	
で調節できるパラメーターについては、オペレーションマニュアルを参

照してください。

HINT



11

録音の準備をする

 では録音、再生するデータをプロジェクトという単位で管理します。

2, 3, 4

2
3, 4

2

1.  を OFF にした後、SD カードスロットカバー
を開き、SD カードをスロットの奥まで差し込む
取り出したいときはSDカードを一度スロットの奥に
押し込んでから、引き抜きます。

2.  を押して点灯させ、  を押して点灯させる
ディスプレイにSETTING画面が表示されます。

3. PROJECT ＞ NEW PROJECT を選択する

カーソル移動： 	を回す

確定：
	
を押す

4.  で YES を選択し、  を押す

NOTE
・	 SDカードの初期化については、オペレーションマニュアルを参照してください。
・	 Class10以上のSDカードをご使用ください。
・	 96	kHzで録音する際は、録音前にSDカードを初期化してください。	 	
初期化しないで録音すると、音飛びが発生する場合があります。

・	 新しいプロジェクトを作成したときには、現在のミキサーの設定が新しいプロジェクトに引き継がれます。

新しいプロジェクトを作成する
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録音（新規・上書き）／再生する

 は、最大で12トラックの同時録音と、10トラックの同時再生ができるレコー
ダー機能を内蔵しています。各チャンネルの入力信号とマスターフェーダー通過後
の信号を録音／再生することができます。

録音する

3
5
6

2
4
1

1.  を押して点灯させる

2.  でオーバーダビングの ON/OFF を選択する
•	 点灯（ON）：現在のプロジェクトに上書きする
•	 消灯（OFF）：新しいプロジェクトを作成して録音する

3. 録音したいチャンネルの  を押して、赤色に点灯させる

4.  を押して点灯させ、録音待機状態にする

現在のプロジェクトに録音済みファイルがあり、かつ	 	がOFFの場合、 	を押すと新しいプロジェ
クトが作成され、その後録音待機状態になります。

HINT

5.  を押して点灯させ、録音を開始する

6.  を押して録音を停止する

NOTE
録音が終了するとディスプレイに“Please	wait”と表示されます。この表示中に電源を切ったり、SDカード
を取り外さないでください。データ破損や、故障の原因になります。

パンチイン／アウト、自動録音、プリ録音については、オペレーションマニュアルを参照してください。

HINT
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録音（新規・上書き）／再生する

2
3
4 
1

1.  を押して点灯させる

2. 再生したいチャンネルの  を押して、緑色に点灯させる

3.  を押して再生を開始する

•	 	点灯：再生中

•	 	点滅：再生一時停止中

4.  を押して再生を停止する

NOTE
MASTERチャンネルの再生時には、他のチャンネルを再生することはできません。

・	 再生される信号はイコライザーの手前に挿入されるため、再生中に音質、定位を調整できます。
・	 再生モードの変更、再生プロジェクトの選択については、オペレーションマニュアルを参照してください。

HINT

再生する
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機能

ミキサー 1 ～ 6チャンネルには、高品位なマイクプリアンプを搭載しています。
各チャンネルには、3 バンドのEQ、LOW CUT、PAN、1系統のエフェクトセンド量
を設定できます。
チャンネル８には、スマートフォンと接続できる端子を搭載しています。

エフェクト 1系統、8タイプのセンドリターンエフェクトが搭載されています。各エフェクトタイ
プごとにパラメーターを調節できます。

シーン 現在のミキサーの設定をシーンとして最大7つ保存し、保存した設定をいつでも呼び出
せる機能です。ミキサー設定の初期化も行えます。

MONITOR OUT 3系統のモニターミックスを出力できるMONITOR OUTを搭載し、演奏者一人ひとり
に、好みのミックスバランスを供給することが可能です。

SOUND PAD SOUND PADはオーディオファイル（WAVフォーマット）を割り当て、押されるとその
ファイルを再生するパッドです。各パッドは、レベル、再生方法を設定することができま
す。工場出荷時には13個のサウンドが内蔵されています。

レコーダー 各チャンネル+マスタートラックを含めた最大12 トラック同時録音、10 トラック同時
再生のレコーダーを搭載しています。録音したデータは16/24-bit、44.1/48/ 
96 kHz のWAV フォーマットで保存され、プロジェクトと呼ばれる単位で管理されます。
レコーダーでは、下記の機能を使用できます。
・録音（新規・上書き）／再生
・マークの登録、マーク位置への移動
・パンチイン／アウト
・ミックスダウン（マスタートラックへの録音／再生）
・ある音量を超えると自動的に録音を開始する
・録音開始前から時間をさかのぼって録音する

プロジェクト プロジェクトに対して行える操作は下記のとおりです。
・再生したいプロジェクトを選択する
・プロジェクト名の変更
・プロジェクトの削除
・プロジェクトにプロテクトをかける
・プロジェクト情報の確認
・マークの確認、削除、マーク位置への移動

オーディオ 
ファイル

オーディオファイルに対して行える操作は下記のとおりです。
・オーディオファイルの削除
・各チャンネルへのオーディオファイルの割り当て

メトロノーム 音量、音色、パターンを変更できるプリカウント機能付きメトロノームを搭載していま
す。各出力端子に対して音量を設定できます。

オーディオインターフェース サンプリングレートが44.1/48 kHz時に、12in 4out のUSB オーディオインター
フェースとして使用できます。

カードリーダー パソコンと接続して、カードリーダーとして使用できます。

設定 RECORDERキー >SETTINGキーから、レコーダー、SDカードに関する設定などを行
えます。

レコーダー 録音フォーマットの設定
自動録音に関する設定
録音レベルをレベルメーターに表示する
レイテンシー補正の設定
再生方法に関する設定
プリ録音の設定

SDカード 空き容量の確認
初期化
カード性能をテストする

その他 日付／時刻の設定
サンプルレートの変更
電源自動OFF機能
ディスプレイのコントラストの調整
ディスプレイのバックライト点灯時間の変更
電池に関する設定

工場出荷状態に戻す 工場出荷時の状態に設定を戻すことができます。

ファームウェア ファームウェアのバージョンを確認し、最新バージョンにアップデートできます。

詳細は、オペレーションマニュアルを参照してください。
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